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ヶ
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ヶ
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l
l
+四
日
ま
で

青
少
年
対
策
は
国
家
の
将
来

に
つ
な
が
る
重
要
性
を
も
つ
も

の
で
、
今
度
富
山
県
青
少
年
問

題
協
議
会
及
び
市
町
村
青
少
年

問
題
協
議
会
が
主
唱
し
て

十
一
月
一
日
か
ら

十
一
月
十
四
日
ま
で

の
二
週
間
を
第
九
回
青
少
年
保

護
育
成
運
動
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
青
少
年

問
題
協
議
会
と
地
域
社
会
と
が

協
力
体
制
を
擁
立
し
て

一
、
覚
せ
い
剤
の
濫
用
防
止

一
、
勤
労
青
少
年
の
保
護
育
成

一
、
児
童
、
生
徒
の
長
期
欠
席

防
止

等
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
、
市
で
も
こ
の
趣
旨
に
.
添

っ
て
運
動
実
施
期
間
中
、

児
童
紙
芝
居
コ
シ
ク
ー
ル
婦
人

指
導
者
講
琶
会
の
開
催
等
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

青
少
年
保
護
育
成
は
私
達
社

会
人
の
身
近
に
あ
る
問
題
で
す

皆
ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

市津魚
i昭和2.7年ヲ 月!;jl:lI 
I第三種郵便物認可f(第31号j

l
l
l色町

毎
年
売
り
出
さ
れ
る
「
お
年

玉
付
年
賀
は
が
き
」
は
、
初
夢
の

お
年
玉
を
載
せ
て
、
今
年
J
H

亦

来
る
十
一
月
十
五
日
か
ら
、

ー全

国
一
斉
に
発
売
さ
れ
ま
す
。

全
国
発
赤
枚
数
は
四
億
万
枚
で

「
は
が
き
」
は
五
円
で
す
が
、

安
円
は
寄
附
金
で
共
同
募
金
会

と
副
本
赤
十
字
社
に
配
分
さ
れ
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「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
」
の
誕
生

一

富

山
博
魚
津
会
場
で
は
目
下

一
動
物
〈
水
産
動
物
を
含
む
〉
を

物
色
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
お
方
で
珍
し
い
動
物

を
飼
育
並
に
捕
協関
さ
れ
た
向
は

進
ん
で
御
協
力
下
さ
る
様
事
務

局
で
は
場
ん
で
お
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
へ

連
絡
方
お
願
い
し
ま
す
。

お

願

い

l 全企全企企 十
合広市議 第 の生厚 議 海北念市た魚l県於市員市月
併島=へに十十た活生 十 会道洋施十議 十め津経い合 会 議 十
視県十出出五八め保省 七 議議博臨 回会三来会済て同開会=
察豊田原席回目来設か日員 会 出時国 務 酉市場委執慰催総園
の回〈 の 全 ハ市法 らハ等競 品市ハ員( 及員行霊 務ハ.
た郡火 た 国日 施三土 来員 依 議 水協火 び等 祭 、月十
め町〉 め都 υ 行上〉市及 頼 会 ) 議 〉 漁ー を 農 〉月
来村 市市 事 事 びの開会 潜行安林十
市会 長問 務務 函た催開 視宮成合士
よ 柿 題 肢官 館め 催 察山寺岡目
り 戸会査等市北 の 博 に委 2
企全 全全十

員第察眼来長広市 農害及金 会第催市本市 め林佐 月
訓二の 阜 市会島議 二地及び沢こに七 議 日長二来務藤 - -
練次た県 か県会+被び近農十寺田 会帰判l十市諜県十十
会編め町 ら安議 困 筈 台 藤 地三国北 商 庁戸 二 長盤-!fi
実業来村 合芸員自在風事局自助陸 工 市田 等林回目
施セ市会 併郡協ハ定十務か(役都 水 ヘ( 砂 部 (ま
ユ/ か 視町署員土の三官ら金出市 産 出 木 防 長 水て
サ ら 察村会)た号等野)席街委 張回)視、〉
ス合の議開めに九村 生員中 察曾
調併た会催来よ月技 協会の の根
査視め議 市る水官 議 開処 た県

す市代な賀し局 記念
。民金十りはてで今 仕

のはーまが下は度 f宙由F
御一月しきの明 博 器賀
利枚十たを二春 覧 受は
用七日 。 売種の会主主J..~
を十か発り類博魚事か
望銭ら売出の覧 津 政き
ん・でではす私会会初串
です こ製を場局古
いか と足記事で刷
まら にさ念務 し

の
よ
う
な
催
し
も
の
お
し
ま
す

ど
な
た
も
気
軽
に
お
い
で
下
さ

い
。
ま
だ
/
¥
図
書
館
の
本
や

雑
誌
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
数
が

少
な
い
の
で
、
み
な
さ
ん
の
御

満
足
今
一得
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
ど

ん
/
¥
充
実
し
た
も
の
に
仕
上

げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
御
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
叉
あ
な
た
方
か
ら

何
で
も
御
申
越
し
下
さ
い
。
一

切
無
桝
で
図
書
館
は
あ
な
た
方
一

に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

二
個
ご
株

一O
O匁

津

郵

便

局

か

ら

!
l

一

ま
す
o

一

魚
津
郵
便
局
で
も
同
時
に
窓

一

口
で
売
出
し
ま
す
が
、
い
つ
も
一

売
切
れ
て
皆
様
に
御
迷
惑
を
か

け
て
い
る
の
で
申
訳
が
あ
り
ま

せ
ん
。
出
来
る
だ
け
早
〈
申
出

下
さ
れ
れ
ば
好
都
合
か
と
思
い

ま
す
。

皆
さ
ん
、
今
年
も

て

付
読
書
週
間
が
や
っ
て

ほ

参

り

ま

し

た

。

十

月

泊
二
十
七
日
か
ら
十
一

駅

月

九

日

ま

で

全
国

一

部

斉

に

こ

の

週
間
が
始

書

ま

り

、

い

ろ

い

ろ

な

譲
行
事
が
あ
り
ま
す
。

市
立
図
書
館
で
も
次

凸
版

一
等
入
選
の
土
肥
大
二
郎

讃
書
週
間
の
催
し

十
一
月
三
日
よ
り

十
一
月
四
日
ま
で

於
大
町
校
及
び
県
試
工
分
室

活
花
、
書
道
、
洋
画
、
日

本
画
、
光
画
、
工
芸
、
彫

家
公

九
時
1
1
l十
六
時

十
一
月
五
日

於
市
立
図
書
館

映
画
合
評
会

夜
七
時
|
|
九
時

十
一
月
六
日

於
西
部
中
学
校

図
書
館
実
務
研
究
例
会

|
製
本
実
習
|

一
時
|
一
一
一
時
半

十
一
月
七
日

於

大

町

校

一

時

l
四
時

こ
ど
も
図
書
ま
つ
り

ー
童
話
、
民
話
劇
等

I

於
市
立
図
書
館

レ
コ
ー
ド
コ
シ
サ
1
ト

音
楽
グ
イ
ズ

夜
七
時
半

l
九
時

十
一
月
八
日

於
市
立
図
書
館

利
用
者
懇
談
会

十
時

l
l十
二
時

『
先
日
市
役
所

か
ら
徴
税
方
法

'
の
強
化
に
つ
き

告
知
が
あ
り
、

一
徴
税
率
九
七

μ

の
成
績
が
挙
っ

た
と
あ
り
、
一

市
民
と
し
て
喜

ん
で
い
る
。

聞
く
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
は
二

十
七
年
度
分
で
、
二
十
六
年
以

前
の
も
の
は
徴
税
が
中
止
さ
れ

た
と
の
事
、
滞
納
の
あ
る
市
民

が
滞
納
分
を
納
め
ん
と
し
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
は
後
廻
し
で
よ
い

二
十
七
年
度
分
を
納
め
よ
と
の

事
で
納
め
た
と
か
、
こ
れ
は
ど

う一
X
E
J
事
な
の
で
し
ょ
ろ
か
c』

右
の
一
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
設
聞
に
お
答
え
。

合
併
し
た
と
き
、
旧
町
村
か

ら
昭
和
二
十
六
年
度
以
前
の
滞

納
税
金
の
金
額
を
引
継
を
受
け

そ
の
総
額
も
明
確
に
さ
れ
て
お

り
一
銭
た
り
と
も
勝
手
な
処
分

を
ナ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
強
硬

に
徴
収
す
る
方
針
で
す
。

昭
和
三
十
七
年
度
に
は
、
滞

納
処
分
を
執
行
し
て
居
り
ま
せ

ん
か
ら
、
執
行
停
止
の
事
実
は

当
然
起
ら
な
い
訳
で
す
。

諒
解
を
得
た
い
事
は
、
昨
年

十
月
か
ら
徴
税
方
針
に
基
き
延

滞
金
を
厳
重
に
徴
敬
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
過
渡
的
現
象
と
じ
-

て
他
に
滞
納
税
金
が
あ
っ
た
場
-

合
ハ
市
制
前
〉
の
分
延
滞
金
の
つ
一

く
税
金
〈
昭
和
二
十
七
年
度
分
u
一

か
ら
先
に
窓
口
に
納
め
ら
れ
る
一

向
が
相
当
あ
り
、
文
出
張
徴
収
一

の
場
合
も
延
滞
金
の
つ
い
て
い
一

る
税
金
か
ら
納
め
さ
せ
て
貰
い
一

た
い
と
云
ふ
強
い
要
望
に
ょ
っ
一

て
取
扱
っ
た
こ
と
も
実
情
止
む
一

得
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
一

際
に
は
、
必
ず
他
の
滞
納
税
金
-

を
納
め
る
こ
と
を
確
約
さ
せ
て
一

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
二
十
六
一

年
以
前
の
も
の
は
市
制
前
で
も
一

棚
上
げ
ハ
滞
納
処
分
の
執
行
俸
-

止
〉
に
な
る
と
云
う
事
は
あ
り
一

ま
せ
ん
か
ら
、
「

E
直
者
が
馬
一

鹿
を
み
る
」
と
一
去
ろ
様
な
事
は
一

あ
り
ま
せ
ん
。
文
財
政
課
が
自
一

己
の
成
績
を
挙
げ
る
為
に
部
下
一

に
指
示
し
た
と
一
疋
号
事
も
な
い
一

訳

で

す

。

一

ガ
ラ
ス
窓
へ
は
住
所
、
氏
名
年
一

令
.
職
業
を
明
記

L
て
下
さ
い
0

・

あ

と

が

き

今
朝
新
金
屋
町
に
出
火
が
あ

り
、
幸
い
大
事
に
至
ら
ず
に
済

み
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
撃
さ

の
き
び
し
く
な
る
頃
で
も
あ
り

擢
災
者
の
方
々
に
、
皆
さ
ん
か

ら
の
御
同
情
と
御
協
力
を
お
願

い
す
る
と
共
に
、
各
位
の
平
常

か
ら
火
に
対
す
る
注
意
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

火
事
は
一
寸
し
た
油
断
か
ら
/


